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経済企業委員会会議録 

 

令和７年６月１９日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時２０分閉議（実時間１２９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４２号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分） 

１．議案第４４号・令和７年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号 

１．議案第４５号・専決処分の報告及びその承

認について（令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１５号（関係分）） 

１．議案第５０号・専決処分の報告及びその承

認について（令和７年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分）） 

１．陳情第８号・最低賃金の改善と中小企業支

援の拡充に関する意見書の提出方について 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

 （令和６年度デジタル田園都市国家構想交

付金（地方創生推進タイプ）事業に係る

効果検証について） 

 （（株）トーヨーの株式譲渡及び取締役辞

任について） 

 （八代南部排水機場の現状について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  古 嶋 津 義 君 

副委員長  木 村 博 幸 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   稲 田 忠 征 君 

  農林水産政策課長  西 村 新 吾 君 

  農業振興課長    野 田 良 晴 君 

  農地整備課長    蓑 星 博 之 君 

  水産林務課長    福 浦 亮 二 君 

  フードバレー推進課長 大 谷 栄 樹 君 

 経済文化交流部 

  商工政策課長    松 本   豊 君 

  観光振興課長    押 方 保 樹 君 

 総務企画部 

  東陽支所長     西 村 一 章 君 

  東陽支所地域振興課長 宮 永 勝 彦 君 

 部局外 

  理事兼水道局長   吉 永 哲 也 君 

  水道局施設管理係長 西 島   造 君 

  水道局工務係長   大 石 将 也 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（古嶋津義君） おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）それ

では、定刻となり定足数に達しましたので、た

だいまから経済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地

及び新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おき願います。 
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◎議案第４２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第２号（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず議案第４２号・令和７年度八代市一般会

計補正予算・第２号中、当委員会関係分を議題

とし、歳出の第５款・農林水産費について、農

林水産部から説明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）農林水産部、豊田でございます。ど

うぞよろしくお願いします。 

 それでは、議案第４２号・令和７年度八代市

一般会計補正予算・第２号中、当委員会に付託

されました農林水産業費関係分につきまして、

稲田農林水産部次長より説明いたしますので、

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）農林水産部の稲田でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第４２号・令和７年度八代市

一般会計補正予算・第２号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして御説

明いたします。失礼して、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） それでは、

予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出の款５・農

林水産業費、項１・農業費で、補正額１億３１

４３万８０００円を計上し、補正後の額を２７

億８８８５万５０００円とするものでございま

す。 

 それでは、少し飛びまして１４ページをお願

いいたします。 

 上段の表、款５・農林水産業費、項１・農業

費、目３・農業振興費で、補正額９１００万円

を計上し、補正後の額を３億７０６万２０００

円といたしております。内容につきましては、

右側説明欄に記載してあります事業ごとに説明

をさせていただきます。 

 説明欄１行目、新規就農者育成総合対策事業

では２４００万円を計上しております。これは

国の交付金を活用し、農業への一層の呼び込み

と定着を図るため、就農後の経営開始資金の交

付、また経営発展に必要な機械、施設の導入経

費の一部を補助するものでございます。 

 内容としましては、まず１経営体に対し、経

営開始資金として年間１５０万円、２経営体に

対し、経営発展支援事業としてトラクター等の

導入費用につきまして総事業費２４０２万６０

００円のうち、補助率４分の３以内の１５００

万円を予定しております。 

 また、１経営体に対し、初期投資促進として

暖房機等の導入費用につきまして、総事業費１

２８３万９０００円のうち、補助率４分の３以

内の７５０万円を補助するものでございます。 

 特定財源は全額県支出金を予定しております。 

 次に、強い農業づくり支援事業では、６７０

０万円を計上しております。これは、国の強い

農業づくり総合支援交付金を活用する事業で、

地域農業において中心的な役割を果たしている

農業者団体や農業法人などによる共同利用施設

の整備に要する経費の一部を補助するものでご

ざいます。 

 今回、農事組合法人熊本県温室園芸共同組合

が整備いたしますトマト栽培で使用する低コス

ト耐候性ハウス３棟、延べ面積９０２１平方メ

ートルにつきまして、事業が採択されたもので、

補助対象額１億３４００万円の補助率２分の１

以内、６７００万円を補助するものでございま

す。 

 特定財源は全額県支出金を予定しております。 

 次に、目４・園芸振興費で、補正額４０４３

万８０００円を計上し、補正後の額を４９６９
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万円といたしております。まず、攻めの園芸生

産対策事業では、３３９７万４０００円を計上

しております。これは、県の攻めの園芸緊急生

産対策事業費補助金を活用する事業で、品質向

上、生産力向上、コスト低減などの生産支援対

策に係る設備の導入に要します経費の一部を補

助するものでございます。 

 今回、八代地域農業協同組合園芸部会が導入

いたしますトマト及びミニトマト向けの谷自動

換気施設、複合環境制御盤、自動内張開閉装置、

炭酸ガス発生装置及びイチゴ向けの側部自動換

気施設、谷自動換気施設につきまして、補助対

象額の合計１億１９３万１０００円の補助率３

分の１以内、３３９７万４０００円を補助する

ものでございます。 

 特定財源は全額県支出金を予定しております。 

 最後に、園芸施設有効活用緊急支援事業では、

６４６万４０００円を計上いたしております。

これは、農家の減少や資材費の高騰により、遊

休化したハウスの増加や、ハウスの整備が困難

となることで、施設園芸の産地としての維持が

できなくなることが懸念されますことから、中

古ハウスを有効利用して、コスト低減を図るも

ので、中古ハウスの移設費や補修補強、仕様変

更に要する費用の一部を補助するものでござい

ます。 

 今回、個人３件が採択され、補助対象額の合

計１９３９万６０００円の補助率３分の１以内、

６４６万４０００円を補助するものでございま

す。 

 特定財源は全額県支出金を予定しております。 

 以上が、令和７年度八代市一般会計補正予算

・第２号中、農林水産部関係分の説明でござい

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 新規就農者育成総合対

策事業ですが、経営開始資金と経営発展支援事

業と初期投資促進に４経営体が対象ということ

で、重なっている経営体というのはこの中にあ

りますか。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）農林水産政策課の西村です。よろしく

お願いいたします。 

 委員御質問の今の補助の３つの補助金、重な

っているかどうかということですけども、今回、

重なりはございません。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（谷口 徹君） 今度は攻めの園芸生産

対策事業で２点お聞きしたいのが、複合環境制

御盤の導入というのが複合というのは何と何、

２つ以上のものだと思うんですけども、何を制

御しているのかというのをお聞きしたいのが１

点と、炭酸ガス発生装置の導入とありますが、

こちらは何に対する、――作物の何に対するも

ので、生産的な向上というのはどれぐらい見込

めるのか、２点をお聞きしたいと思います。 

○農業振興課長（野田良晴君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農業振興課の野田と申します。よろしくお

願いします。 

 １点目の複合環境制御盤についてですけども、

ほかの事業でもあります谷自動換気だとか、側

部自動換気、暖房機だったり、それぞれに制御

盤がついておりまして、もともとがそれぞれの

温度とかの条件で作動するようになってるんで

すけども、それを一体的にですね、プロファイ

ンダーという機械が入りまして、最もいい条件

の中で全部を操作できるというものになります。 

 それと炭酸ガス発生装置ですけども、要は二

酸化炭素を発生させて光合成を促進させるとい

うものになっておりまして、それによって作物

の成長が進んで収量が上がるという目的になっ
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ております。すいません、どのぐらい収量が上

がるかというのはそれぞれちょっと異なります

ので分からないんですけども、収量が上がると

いうところで導入がされているものであります。 

 作物はトマトでございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。意見は

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４２号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第２号中、当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１４分 本会） 

◎議案第４４号・令和７年度八代市水道事業会

計補正予算・第１号 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４４号・令和７年度八代市水道

事業会計補正予算・第１号を議題とし、水道局

から説明を願います。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）水道局の吉永でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 議案第４４号・令和７年度八代市水道事業会

計補正予算・第１号につきまして、着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○理事兼水道局長（吉永哲也君） それでは、

八代市水道事業会計補正予算書・第１号の１ペ

ージをお願いいたします。 

 第２条の収益的収入におきまして、第１款・

水道事業収益、第２項の営業外収益で３７３万

円を増額し、補正後の額を６億２９１万円とし

ております。また、収益的支出におきまして、

第１款・水道事業費用、第１項の営業費用で７

４６万円を増額し、補正後の額を５億４３３２

万円としております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 令和７年度八代市水道事業会計補正予算実施

計画でございますが、内容につきましては、後

ほど１０ページの予算の明細にて御説明いたし

ます。次の６ページから９ページにつきまして

は、説明を省略させていただきます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算の明細でございます。収益的

収入につきましては、款１・水道事業収益、項

２・営業外収益、目５・国庫補助金におきまし

て、新しい地方経済・生活環境創生交付金３７

３万円の補正を、収益的支出につきましては、

款１・水道事業費用、項１・営業費用、目２・

配水及び給水費、節区分の負担金におきまして、

７４６万円の補正をお願いするものです。 

 事業内容としましては、衛星画像解析を活用

した漏水調査を行うこととしており、別途お配

りしております資料にて御説明いたします。 

 従来の音調棒等を用いた漏水調査では、広範

な全域調査に多くの時間とコストを要している

状況でございますが、本取組の調査手法では、

人工衛星からの観測データと管路のデータを解

析し、漏水可能性が高い箇所を水道管路全体か

ら約２０％内まで絞り込むことができ、漏水調

査の作業を大幅に効率化するとともに、漏水箇

所の早期特定、早期修繕、有収率の改善が期待
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できます。 

 漏水感知システムの導入は、熊本県と県内５

市２町の８事業体が共同で実施するもので、総

事業費３７４９万６０００円に対し、参加団体

の管路延長割合に応じ、約２０％に相当する７

４６万円を本市が負担するものです。 

 財源として、補助率２分の１の新しい地方経

済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）３

７３万円を活用いたします。 

 今後は、上半期に熊本県が主導する共同入札

にて受託者が決定することとなっております。

下半期に調査事業を実施し、その後、解析デー

タを精査の上、令和８年度以降の漏水調査や修

繕に活用する予定としております。 

 以上で、議案第４４号・令和７年度八代市水

道事業会計補正予算・第１号の説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 実際、衛星で確認す

るっていうことなんですけど、どのぐらいくら

いの精度が見込まれるんでしょうか。 

○水道局施設管理係長（西島 造君） 皆様、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）水道局の西島と申します。

よろしくお願いいたします。 

 中山委員お尋ねの件についてですけれども、

今、本市の漏水調査では毎年１５０キロメート

ルほどの漏水調査を行っておりまして、年平均

９０件前後の発見件数となっており、１キロメ

ートル当たりの発見件数が今まで０.５件から

０.７件ほどとなっています。今までの調査で

はそういった実績だったんですけれども、今回

の事業におけます漏水調査につきまして他市の

事例を見ますと、１キロメートル当たりの発見

件数が１.２件から２.２件程度と高くなってお

り、漏水調査箇所の絞り込みにより漏水調査の

高効率化に期待できるものと考えております。 

 以上でお答えといたします。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

した。 

 続いてもう１つお願いします。老朽化率って

どのぐらいくらいに今なってますか。 

○水道局工務係長（大石将也君） 水道局の工

務係長の大石です。よろしくお願いします。 

 委員お尋ねの老朽化率ということですが、水

道管の総延長に対しましていわゆる統計上の目

安ということで４０年以上というのを設定して

おります。その中で申しますと令和５年度末に

おきましてのいわゆる老朽化の率なんですが、

約２１％が４０年以上経過している老朽管とい

うことで統計のほうに報告しております。 

 以上でお答えとします。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見ござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４４号・令和７年度八代市水道事業会

計補正予算・第１号については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２２分 本会） 

◎議案第４５号・専決処分の報告及びその承認

について（令和６年度八代市一般会計補正予算

・第１５号（関係分）） 
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○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第４５号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１５号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認についてを議題とし、

説明を求めます。 

○農林水産部長（豊田浩史君） それでは、議

案第４５号・専決処分の報告及びその承認につ

きまして、令和６年度八代市一般会計補正予算

・第１５号中、当委員会に付託されました農林

水産関係分につきまして、稲田農林水産部次長

より説明いたしますので、御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の稲田でございます。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議案第４５号・専決処分の報告及

びその承認について、令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１５号中、当委員会に付託され

ました農林水産部関係分につきまして、御説明

させていただきます。 

 失礼して着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） それでは、

議案書の２ページをお願いいたします。 

 今回、専決第２号として、本年３月２６日付

で専決処分を行ったものを報告するものでござ

います。これは国の令和６年度補正予算による

事業採択で、補助内示が３月２１日と、３月定

例会での提案に間に合いませんでしたことから、

やむを得ず専決処分を行ったものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 中段の表、第１表、歳入歳出予算補正の歳出

を御覧ください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費で、補正

額１３億７４１８万円を計上し、補正後の額を

５８億８１０９万６０００円とするものでござ

います。 

 次に、１０ページをお願いいたします。 

 下段の３、歳出、款５・農林水産業費、項１

・農業費、目３・農業振興費で、補正額１３億

７４１８万円を計上し、補正後の額を３２億５

９３７万５０００円といたしております。 

 補正の内容でございますが、右側説明欄に記

載しております新基本計画実装・農業構造転換

支援事業で、１３億７４１８万円を計上してお

ります。これは、令和６年度の国の一次補正予

算で計上された新基本計画実装・農業構造転換

支援事業補助金を活用して、老朽化した共同利

用施設の再編、集約や合理化に取り組む産地を

支援するものでございます。 

 今回、ＪＡやつしろの北部野菜果実選果場利

用組合と郡築園芸部会を北部・西部選果場利用

組合に再編、合理化するもので、それに伴い、

施設の建屋の改修やトマト・ミニトマト選果機、

予冷庫の設備更新などを行いますことから、整

備費用の一部を補助するものでございます。 

 総事業費２５億１９３３万円のうち、補助対

象額２２億９０３０万円の補助率２分の１以内

の整備費補助金１１億４５１５万円に、再編合

理化を加速するため、国及び県が上乗せ支援を

行う整備費補助金の２０％に相当する額の２億

２９０３万円を加算した額、１３億７４１８万

円を補助いたします。 

 特定財源は全額県支出金を予定しております。 

 なお、年度内完了が困難なことから、全額繰

越明許費を設定をさせていただいております。 

 以上が、令和６年度八代市一般会計補正予算

・第１５号中、農林水産部関係分の説明でござ

います。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 国の農水省のホームペ
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ージ見たら再編集約と合理化、２つに分けてあ

ったんですけども、今回はどちらになるんです

かね。 

○農業振興課長（野田良晴君） 農業振興課、

野田です。 

 今回は合理化というところで採択されており

ます。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。意見は

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４５号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第１５号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については承認する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

                              

◎議案第５０号・専決処分の報告及びその承認

について（令和７年度八代市一般会計補正予算

・第１号（関係分）） 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第５０号

・令和７年度八代市一般会計補正予算・第１号

中、当委員会関係分に係る専決処分の報告及び

その承認についてを議題とし、説明を求めます。 

○農林水産部長（豊田浩史君） それでは、議

案第５０号・専決処分の報告及びその承認につ

いて、令和７年度八代市一般会計補正予算・第

１号中、当委員会に付託されました農林水産部

関係分につきまして、稲田農林水産部次長より

説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） それでは、

議案第５０号・専決処分の報告及びその承認に

ついて、令和７年度八代市一般会計補正予算・

第１号中、当委員会に付託されました農林水産

部関係分につきまして、御説明いたします。 

 失礼して着座にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（稲田忠征君） それでは、

議案書の５２ページをお願いいたします。 

 今回、専決第７号として、４月２８日付で専

決処分を行ったものを報告するものでございま

す。 

 それでは、５６ページをお願いいたします。 

 下段の表、第１表、歳入歳出予算補正の歳出

を御覧ください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費で、補正

額３億６１９０万円を計上し、補正後の額を２

６億５７４１万７０００円とするものでござい

ます。 

 次に、６２ページをお願いいたします。 

 ３、歳出、款５・農林水産業費、項１・農業

費、目８・農地費で、補正額３億６１９０万円

を計上し、補正後の額を１６億４５７７万２０

００円といたしております。これは、土地改良

施設突発事故復旧事業で、八代南部排水機場２

号機及び硴原排水機場２号機のそれぞれが運転

不能となっており、早急に復旧する必要がある

ことから、専決処分を行ったものでございます。 

 特定財源は、県支出金２億７５０４万４００

０円及び市債７８１０万円を予定しております。 

 資料といたしまして、八代南部排水機場及び

硴原排水機場についての位置図、経緯、状況写

真等を添付しております。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 こちらは、八代南部排水機場についての資料

となります。資料の左側に排水機場の位置図、
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右側には今回の事故の経緯、右下に今後の対応

を記載しております。 

 ２ページに排水機場の内部の状況、３ページ

に損傷の状況、４ページに整備内容を示してお

ります。 

 事故の状況として、２ページの右下にも記載

しておりますが、羽根車が吐出側にずれたこと

でポンプ内部に接触し、水中軸受や減速機、遠

心クラッチの損傷を引き起こしたものでござい

ます。今後、機器をポンプメーカーの工場に持

ち込み、損傷状況の詳細な調査を行い、整備を

行う予定としております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 こちらは硴原排水機場についての資料となり

ます。資料の左側に排水機場の位置図、右側に

は今回の事故の経緯、右下に今後の対応を記載

しております。 

 ６ページに排水機場の内部の状況、７ページ

に整備内容等を示しております。 

 原因につきましては、２号機エンジンからの

オイル漏れ、冷却水の漏れなどによるものです。

現在、仮復旧しておりますが、今後、非出水期

に燃料噴射ポンプの整備を行い、本復旧する予

定となっております。 

 なお、本日の所管事務調査におきまして、八

代南部排水機場の施設全体の現状につきまして、

説明をさせていただくこととしております。 

 また、八代南部排水機場の事業費３億４５４

０万円につきましては、交換することが想定さ

れます部品の納期が最大１４か月程度と見積も

られており、今年度中の事業完了が困難である

ことから、繰越明許費の設定をさせていただい

ております。 

 以上が、令和７年度八代市一般会計補正予算

・第１号中、農林水産部関係分の説明でござい

ます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 南部排水機場なんで

すけど、故障した状態で今の能力としては、出

水期ですからどういう、大丈夫なのかどうかっ

ていうのでちょっとお聞きしたいんですけど。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 農地整備課、

蓑星です。よろしくお願いいたします。 

 南部排水機場ですが、今回、故障しましたの

が２号機です。昨年、故障しましたのが３号機

ということで、３号機につきましては現在、５

月１日付で仮復旧をいたしております。 

 南部排水機場が４基ございますが、現在のと

ころは３基で稼働ということで全体の排水能力

が最大で４０トンということですが、現在は３

０トンで運用しているというところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（中山諭扶哉君） 例年の稼働の状況か

らして大丈夫かどうかというのをお聞きしたか

ったんですけど。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 能力につきま

しては雨の状況にもよりますので、最大４０ト

ンないと賄えないというのはちょっと断言はで

きませんが、対策として排水機場からの排水量

が制限されておりますので、流入量ですね、そ

ちらのほうで調整できないかということで、農

業用水を取水しております八代平野土地改良区

連合と協議をいたしまして、農業用水は必要な

んですが、なるべく調整していただいて流入量

を減らすような工夫で対応したいと思っており

ます。 

 それと運転につきましても、雨が降ると予想

される場合は早めに運転を行いまして、流域の

水位を下げたような状態を保っていきたいとい

うことで今年の梅雨時期は乗り越えたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません
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か。 

○委員（村川清則君） １つだけ。４基ある中

で、運転するときは４基一遍に回すわけじゃな

いんでしょう。雨量によって２基だったり、３

基だったりするわけでしょ。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 八代南部排水

機場の運用としましては、稼働する場合は、４

基動くときは４基、３基動くときは３基、一遍

に稼働するというふうな運用で行っておりま

す。 

 水位が下がった状態になりますと３台とも止

めるというふうなことでございまして、なるべ

く早く水位を下げるというふうな運転の管理で

全台数動かすというふうな方法で行っておりま

す。 

 以上です。 

○委員（村川清則君） ということは、ある程

度４基とも満遍なく使ってきたということです

か。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 運転日誌など

を見てみましても４基とも同じような運転時間

を経過しておりますので、そういう状況だとい

うふうに認識しております。 

○委員（村川清則君） 故障の原因は単なる経

年劣化とか、寿命とかそういうのを考えるわけ

ですけれども、もし機械の寿命がその程度だと

したらもう４基ともやられる可能性もあるわけ

で、その辺どんなですか。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 排水機場につ

きましては、現在、県の運用でございますが、

造成から３０年を経過した排水機場から更新の

計画を立てまして、４０年経過するときには、

更新を目指すというふうな県の方針がございま

す。 

 現在、八代南部排水機場は３４年経過してお

りますが、もう少し更新するまで期間がござい

ます。それまでに機械が正常に稼働するように

運用していかなければなりませんので、おっし

ゃるとおり、１号機、２号機についても、修繕

の範囲を超えるようなオーバーホール整備なり

をですね、今後検討していきたいと、今、国と

県とも協議しながらそういった方向で進めたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

○委員（木村博幸君） ２ページに詳しい図が

いっぱい載っておりまして、注目するところ

は、事故の状況に記載されております②羽根車

が吐出側へずれたことにより、ポンプ内のケー

シングに接触し、とあります。通常、ポンプと

いうのは仕事を始めると、吐出側から押される

形になります。どうしても送り出す形ですか

ら、どうしても逃げてくるので、吐出側にずれ

るということはほぼ運転中あり得ません。そう

いったことで吐出側にずれて接触して破損した

となると、これは運転停止、この停止のとき、

もしくはメンテナンスで止め回し、こういった

ときの止め回しによる、止めるときの状況に何

か原因があるのかなと思われますが、この辺に

ついてもっとメーカーに詳しく聞かれたことは

ありますでしょうか。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 羽根車が吐出

側へずれたということですが、メーカーの現在

の見解では羽根車を、シャフトと主軸と固定す

るインペラナットというものがございます。こ

れが緩んでいたことがずれたことの原因という

ことです。なぜずれたのかと申しますと、恐ら

くなんですが、現在のところは推測なんです

が、ポンプの中の水が落水しておりまして、空

回りで回っていたということじゃないかという

ことです。 

 この２ページの⑥の軸封装置、ここから空気

が入り込んで、通常時は満水状態で回るんです

が、ここから空気が入り込んで、水が落水した

状態で、しかも停止しない状態で回り続けたこ
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とによって、インペラナットが緩んで羽根車が

吐出側へずれたものだというふうなことで今の

ところは聞いております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（木村博幸君） 詳しい原因らしきとこ

ろを、メーカーから聞かれました。ポンプが落

水状態で回るということは非常にポンプにとっ

ては寿命を縮めますし、器具に、ベアリングに

負担がかかる、そういった状況になります。そ

ういったところ、ではなぜそうなるのか、落水

するのかというところの原因を、メーカーのほ

うにお伺いしていただければなと思います。 

 考えられるのは、運転するときにきちんと満

水にしてから回るというシーケンスがきちんと

機能しなかったのではないかというのが原因に

考えられます。恐らくシーケンサーで、シーケ

ンスで運転、作動していくと思いますが、その

場合、大きなポンプですから水を引き上げる、

要は真空ポンプ、バキュームポンプがですね、

かかるような装置があると思うんですけど、そ

れがきちんと満水になってからポンプが起動す

るという、そこが機能しなかったのかなと思わ

れますので、今後、その辺の対策についてきち

んとメーカーから返答をもらえればなと思いま

すし、肝腎なことは残された１号機と４号機、

この２台を、どうしても守っていきたい。確か

に３４年たってますけど、古いといいますが、

きちんと整備すれば機械は正直者で、きちんと

機能を果たします。そういった意味ではきちん

とメンテナンスをしながら今後の原因をです

ね、１号機と４号機に生かしながらどうしても

１号機と４号機を守らんと、間に合わんわけで

すから、そういった意味合いでは、メーカーの

ほうにもう一段、詳しい原因の対策をお願いし

ておきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５０号・令和７年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分に係る専決

処分の報告及びその承認については、承認する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５０分 本会） 

◎陳情第８号・最低賃金の改善と中小企業支援

の拡充に関する意見書の提出方について 

○委員長（古嶋津義君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

新規の陳情１件です。 

 それでは、陳情第８号・最低賃金の改善と中

小企業支援の拡充に関する意見書の提出方につ

いてを議題といたします。 

 要旨は、文書表のとおりですが、念のため書

記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（古嶋津義君） 本陳情について御意

見等はありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 執行部のほうに意見

を聞いてみたいと思いますが、いかがでしょう

か。 
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○委員長（古嶋津義君） ただいま本件に関し

て、執行部に説明を求めるとの意見が出ました。

本件について執行部から説明を求めることに御

異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

執行部に説明を求めることといたします。 

 小会いたします。 

（午前１０時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５９分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、執行部からの説明を

求めます。 

○商工政策課長（松本 豊君） 商工政策課の

松本でございます。では、座って説明させてい

ただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○商工政策課長（松本 豊君） まず初めに最

低賃金の件につきまして、どういった形で最低

賃金が決まるのかというところについて説明を

させていただきます。 

 最低賃金につきましては、４７都道府県で決

められています。県ごとに決められております

けれども、まず３つの要素を基に決められます。 

 １つ目が労働者の生計費、２つ目が労働者の

賃金、３つ目が通常の事業の賃金の支払い能力、

これが企業の支払い的な能力ですね。この３つ

を踏まえた上で、中央最低賃金審議会というと

ころで、毎年、賃金の上げ幅というのを示され

ます。４７都道府県がＡＢＣの３つのランクづ

けにされまして、ちなみに熊本県のほうはＣラ

ンクに属しておりますけれども、最低賃金が高

い東京都などはＡランクに位置づけられており

ます。 

 そこのほうで、まず今年度どれだけの上昇幅

にするのかというのを決められて、ちなみに昨

年の賃金の上げ幅は熊本県のほうでは５０円と

いうところで中央最低賃金審議会のほうで上げ

幅が答申されたというところになります。 

 それを受けまして、熊本県の最低賃金審議会

のほうで、また再度審議を行うというところに

なります。昨年度は、それを受けまして熊本で

は５４円の賃上げを行うというところで答申が

なされて、それを基に熊本県の労働局長が決定

を行うという流れになっております。 

 現在の熊本の最低賃金といいますか、新卒者

のちなみに賃金の状況でございますけれども、

県内の初任給、これ令和６年度の新規学卒者の

給与を、厚生労働省のほうが調査結果を出して

いるんですが、大卒の男性で月額２２万８８０

０円、これを時給に換算しますと１４３０円と

いうことになります。高卒でまいりますと１９

万８００円、時給換算しますと１１９２円とい

うデータが出ております。どちらとも今のとこ

ろは男性というところになっています。 

 あと八代市はどうなのかというところになり

ますけれども、きちっとしたデータありません

が、ハローワーク八代のほうにですね、４月に

求人を出していらっしゃる企業さんのほうの統

計を見ますと、フルタイムの方で賃金額が月額

１７万円から２６万６０００円の求人が出てい

まして、時給換算しますと１０６２円から１６

６２円。パートタイムでいきますと、賃金額が

事務職で１０００円から１１４６円というとこ

ろで八代市内は求人が出ている状況でございま

す。 

 あと最低賃金を上げることによってのメリッ

ト、デメリットでございますが、メリットとい

たしましては、離職率の低下、辞めなくなると

いうことですね、と会社の生産性の向上、社員

のモチベーションの向上といったものが挙げら

れます。 

 デメリットといたしましては、どうしても最

低賃金が上がるということで、人件費の増加で

あったり、それに伴って企業側が雇用数の縮小
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を行ったり、非正規雇用者の採用を打ち切った

りとか、また扶養内で１３０万の壁という問題

がありましたけれども、扶養内で働く従業員が

シフトを減らしたりというところが懸念材料、

デメリットとして挙げられているところでござ

います。 

 以上、簡単ではございますが御説明させてい

ただきました。 

○委員長（古嶋津義君） ただいま説明があり

ましたが、以上の部分について質疑、御意見等

はありませんか。 

○委員（木村博幸君） 県内の学卒、高卒男子

の給料から導いた時給というのが大体出ました

けど、管内、八代のハローワークでは１０６２

円から１６６２円と幅はありますが、職種によ

っての募集で変わると思います。 

 それで、私がちょっと気になるのは県南と県

北、県北のほうは、少し時給が高いところがあ

るみたいなところで、陳情にもありますけど、

八代から県北のほうに仕事を探しに行かれたと

いうようなことも聞いております。そういうこ

ともちょっと気になるところでありますが、県

内のパートの時給というのは県北と県南でも差

が出てるんじゃないかなとちょっと心配すると

ころですけど、そういったところはつかんでら

っしゃいませんか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 委員がおっし

ゃるデータについては今こちらのほうにデータ

は持ち合わせておりませんが、新聞報道とか、

報道とかで、ＴＳＭＣの進出によって県北のほ

うでは雇用するのに時給が上がってですね、雇

用が難しくなっているというところは聞いてい

るところでございます。 

○委員（木村博幸君） それで、感じるところ

は、県のですね、やっぱり平均というのはどこ

をもってするのかというのをやっぱりきちんと

把握するべきかなと思います。なかなかちょっ

とどこと比較するのかというのもありますけ

ど、その辺を見て大体今幾らぐらいなのかなと

いうのをちょっと知りたいなとちょっと思って

いるところです。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 陳情の要旨が、最低賃

金を引き上げてください。その引き上げたこと

によって中小企業の負担が大きくなる。中小企

業に対して支援策を行ってもらえないかという

ような内容なんですけども、従業者の賃金を上

げたことによって国、県及び市のほうからその

事業者に対する支援というのはこれまで何か、

現行でもいいですけども、これまでそういう支

援策はあるかどうかお聞きしたいと思います。 

○商工政策課長（松本 豊君） 今、委員のお

っしゃられた内容になりますけれども、まず国

のほうの対策といたしまして令和７年５月２２

日のほうに開催された政労使会議において、石

破総理のほうが２０２０年代に最低賃金を全国

平均で１５００円まで引き上げるという目標を

立てられて、それに対して５年間で集中的に実

施するというところで支援策も、官民合わせて

６０兆円規模の投資を実施する的なものが報道

で出ているところでございます。生産力の向上

のために、国のほうが生産力を上げることによ

って賃金の上昇を促す的なものでそれに投資を

行うというところですね。 

 八代市のほうでそれに対する支援がないかと

いうところですけれども、八代市のほうでは直

接上げられたところに支援するという補助金で

はないんですけれども、生産性の向上、企業と

して、力を上げるために八代市産業活性化人材

・企業育成支援事業というのがございまして、

そちらのほうは経営者や従業員に研修を実施さ

せるとか、もしくは資格を取らせるとかという

方々に対して助成を行っております。そういっ

たことを行うことによって、企業の力を上げる

ことによって生産性を向上させて、その返りが
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従業員のほうに来るような形で助成を行ってい

るというところでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） この２番目の最低賃

金法を公務員にも適用することとあるんですけ

ど、公務員が最低賃金を割っているところって

あるんでしょうか。 

○商工政策課長（松本 豊君） ちなみに公務

員に対しては最低賃金法が適用されないという

ところでお伺いをしてまして、ちなみに八代市

の給与で申しますと、この最低賃金を下回って

いる時給ではございません。大卒、高卒、あと

会計年度任用職員がおりますけれども、全て最

低賃金を上回っておりまして、ちなみに金額で

申しますと大卒で時給換算しますと１４１３円、

高卒で１２０８円、フルタイムの臨時的任用職

員で１１７９円、会計年度任用職員といいまし

て短時間労働ですね、５時間４５分の職員は１

１８４円というところの時給になっております。 

 あと他市町村のほうでそれを下回っていると

ころがあるかといわれるところについては、把

握はしておりませんが、大体、人事院勧告で公

務員の給与というのは、上昇率を決めておりま

すので、下回っているところはないのではなか

ろうかと感じているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに説明をお聞き

したい方はいらっしゃいませんか。継続審査す

るのか、審議未了にするのか、採択するのか、

３つしかありませんので。意見はありませんか。

その辺のところは、もう説明はいいですか。３

つ、今言いましたように継続審査にするのか、

審議未了にするのか、３つありますのでどのよ

うな皆さんの御意見を、委員の御意見をお聞き

したいと思いますが、御意見はありませんか。 

○委員（金子昌平君） この陳情書の内容と執

行部の皆様のお話を聞かせていただいて、熊本

県の最低賃金が安いということは認識はしてい

るところなんですけれども、陳情書の３番目の

「最低賃金を速やかに１５００円以上にするこ

と」というのがどうしてもちょっと気になって

ですね。速やかに上げていくとやっぱり地方の

企業経営に物すごい圧迫を強いられるんじゃな

いかなという気がしますので、なかなかこのま

ま賃金を上げていくということは考えにくいの

かなというふうな意見でございます。 

○委員長（古嶋津義君） 高いっちゅうことで

すね。 

○委員（金子昌平君） 高いのかなというとこ

ろです。 

○委員長（古嶋津義君） 結論としては。 

○委員（金子昌平君） 審議未了で。 

○委員長（古嶋津義君） 審議未了。ほかに御

意見はありませんか。 

○委員（村川清則君） 同じようなあれですけ

れども、八代では今、トマト農家とか野菜農家

あたりに外国人の実習生がたくさんいらっしゃ

いますけれども、その外国人の実習生にもこの

最低賃金というのは適用されてるわけで、実際

に１５００円とかになったら非常に困ると思い

ます、農家は。もちろん安倍さんのときから賃

金を上げるようなデフレ脱却とかそういう掛け

声の中で賃金を上げてきたわけですけれども、

いきなり１５００円とかに上げたら、かなりデ

メリットのほうが生じる場合が多いんじゃない

かということで、さっき金子委員からもありま

したように審議未了でお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 賃金の上昇とそれに伴

って中小企業を支援していくという全体的な考

えは非常に賛同したいところなんですけども、

ただ一番最後に１から４で具体的に国等への関

係機関に意見書を提出していただきたいとい

う、この内容についてはちょっと全てが賛同で
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きるというところまでは私は考えに至っており

ません。この内容でしたらやっぱりちょっと審

議はこれ以上できないかなというのが私の考え

です。 

○委員長（古嶋津義君） 審議未了ということ

ですかね。 

○委員（谷口 徹君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か、違う御意見は。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 審議未了という意見

が出ましたので、これより採決をいたします。

審議未了で採決をいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しないも

のは反対とみなします。 

 陳情第８号・最低賃金の改善と中小企業支援

の拡充に関する意見書の提出方については、閉

会中継続審査の申出をしないこと、並びに結論

を得るに至らなかったこと、すなわち審議未了

とすることに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１７分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して、３件の発言の申出があって

おりますので、これを許します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

（令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金

（地方創生推進タイプ）事業に係る効果検証に

ついて） 

○委員長（古嶋津義君） それではまず、令和

６年度デジタル田園都市国家構想交付金（地方

創生推進タイプ）事業に係る効果検証について

をお願いいたします。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） 改めまし

て、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）農林水産政策課の西村で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） それでは、

本年５月に開催されました第２２回やつしろ・

まち・ひと・しごと対策推進会議において、令

和６年度デジタル田園都市国家構想交付金（地

方創生推進タイプ）事業に係ります効果検証を

行いました５つの事業のうち、当委員会関係分

であります４つの事業の効果検証につきまして、

各担当課から説明をさせていただきます。 

 なお、最後の推進事業４の終了後に御質問と

御意見をいただければと思いますが、よろしい

でしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） はい。 

○農林水産政策課長（西村新吾君） それでは、

資料２ページの推進事業１、スマート農業技術

の導入を軸とした担い手不足の解消と農業所得

の向上事業の効果検証について説明をさせてい
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ただきます。 

 まず１、事業の背景・目的ですが、本事業は、

本市の農業が抱える重要課題である担い手の確

保・育成、また農業所得の向上、これらの課題

解決を目的として実施をいたしました。 

 次に、２、事業の概要ですが、令和４年度か

ら６年度までの３年間を事業期間とし、１つ目

に農業が抱える課題に対して効率的な解決を図

る手段として、スマート農業技術に関する調査

研究及び実証事業を行うこと、２つ目にスマー

ト農業技術を積極的に活用し、稼げる農業を実

現できる担い手育成・確保するための推進事業

を行っております。 

 次に、３、本事業における重要業績評価指標

ですが、３つの指標――ＫＰＩを設定いたしま

して、進捗状況を確認しております。 

 まず１つ目は、本事業による新規就農者数で

す。令和６年度の目標は１人でしたが、実績が

ゼロであり、目標を達成することはできません

でした。 

 未達成の要因といたしましては、事業参加の

中には、就農を検討されていた方もいらっしゃ

いましたが、すぐに就農できる状況ではなかっ

たことが挙げられます。また、兼業から始めて、

経験を積んだ上で就農したいという希望を持つ

方が多く、年度内の実績としては反映されませ

んでした。 

 しかしながら、令和４年度の八代農業塾にお

けるスマート農業特別講座に参加された方が今

年度に就農されるなど、年度をまたいだ形で実

績が表れてきている状況です。 

 次に、２つ目の本市における新規就農者数に

ついてですが、目標の３５人に対し、実績は２

２人となり、目標を達成するには至りませんで

した。 

 この未達成の要因といたしましては、県内で

はＴＳＭＣの進出などの影響により、学卒求人

の状況が好転し、農業という職種が選ばれにく

くなっていることが推察されます。このため、

スマート農業の推進に加えて、当課で実施して

おります担い手確保・育成に関連する各種事業

の充実を図るなど、さらなる取組を推進してま

いります。 

 最後に３つ目は、本事業によりスマート農業

を体験・実践した農家及び就農に興味がある者

の件数です。令和６年度の目標は５０件でした

が、実績は１２６件となり、目標を達成いたし

ました。 

 １２６件の内訳は、本事業の調査研究・実証

事業を行うリビングラボに参画しました農業者

１７人、八代農業塾スマート農業特別講座の塾

生４６人、先進事例調査で助成を受けた者２人、

そしてその他補助事業等を活用してスマート農

業技術の導入に至った経営体が６１件です。 

 なお、人数のカウントは１人の方がリビング

ラボと先進事例調査の両方に参加した場合、重

複を避けて１人として計上しております。 

 次に、４、事業の地方創生への効果について

ですが、本事業は評価基準となる４段階の２番

目となります「地方創生に相当程度効果があっ

た」と評価しております。 

 その理由といたしましては、ＫＰＩの指標３

は目標を達成した一方で、指標１及び指標２は

未達成となっております。しかしながら、この

後に詳細は説明いたしますが、スマート農業の

推進を目的とした農業者で構成される一般社団

法人が設立され、民間主体の活動が展開され始

めるなど、スマート農業に対する機運の醸成を

図ることができたため、当該評価といたしてお

ります。 

 次に、５、令和６年度の経費内容と事業実績

について、まず①の調査研究、実証事業では、

推進母体となる協議会、スマート農業やつしろ

☆未来創生会議の中に設置された若手や女性農

業者で構成されるリビングラボを延べ２３回開

催いたしました。この場を通じて、農業が抱え



 

－16－

る課題解決に向けた４つの実証実験を実施し、

その検証を行いました。 

 また、②の推進事業における人材育成関連で

は、農業者団体がスマート農業技術の先進事例

について調査研究するための助成を２件行うと

ともに、八代農業塾を実施する八代市担い手育

成総合支援協議会に補助する形でスマート農業

特別講座を全３回開催いたしました。 

 最後に６、成果・課題・今後の方針と、７、

事業総括を併せて説明をいたします。 

 ①の調査研究、実証事業ですが、ここでは省

力化につながる取組や本市の農業の魅力を発信

する取組、さらには地域資源を活用した循環型

農業の実現に向けた取組などを実施いたしまし

て、それぞれの項目において一定の成果を得た

ところです。 

 また、これらの事業を通じて活動してきたリ

ビングラボのメンバーが、今後も継続した取組

を進めたいとの強い思いから一般社団法人Ｆａ

ｍＬａｂ８を設立し、新規に拠点を設けられま

した。 

 本交付金事業は、昨年度――令和６年度をも

って終了しておりますが、今後はこの法人と連

携を図りながらスマート農業を推進するととも

に、市内の農業者への横展開を進めてまいりま

す。 

 次に、②の推進事業のうち、スマート農業技

術先進事例調査研究費補助につきましては、予

算を確保している５件に対しまして、令和６年

度の実績が２件にとどまっております。この結

果については、申請手続の手間に対して助成金

額が低かったことが理由の１つとして考えられ

ます。 

 本事業は、令和７年度以降も市の事業として

実施いたしますことから、意欲の高い若手農業

者などへ個別説明を実施するなど、効果的な方

法を検討しながら積極的な周知を図っていく予

定としております。 

 また、八代農業塾スマート農業特別講座は、

リビングラボの運営を担う事業者に運営を委託

したことでリビングラボとの連携が進み、相乗

効果が発揮されました。 

 本事業は令和６年度で終了となりますが、令

和７年度以降も従来の八代農業塾の基礎講座は

継続いたしますことから、一般社団法人Ｆａｍ

Ｌａｂ８との取組を講座に取り込むなど、さら

なる連携を進めてまいります。 

 参考といたしまして、３ページから５ページ

に関連資料を掲載しております。ただこれまで

の内容と重複しているため、説明は省略させて

いただきます。 

 最後になりますが、本事業の実施によりスマ

ート農業を推進する新たな母体となる法人が設

立されました。この法人では、スマート農業の

推進や本市の農業の魅力発信などに加えまして、

農泊の取組についても検討が進められておりま

す。これらの取組は、冒頭申し上げましたとお

り、本市農業の重要課題である担い手の育成・

確保や持続可能な生産体制の確立に大きく寄与

するものです。そのため、当該法人と連携を深

めるとともに、さらに有用な新しい施策の検討

を進め、担い手不足の解消や農業所得の向上に

努めてまいります。 

 説明は以上でございます。 

○観光振興課長（押方保樹君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）観光振興課の押方でございます。よ

ろしくお願いいたします。失礼ながら、着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○観光振興課長（押方保樹君） それでは、推

進事業２、アフターコロナを見据えたアウトド

アツーリズム振興による関係人口の創出につき

まして説明いたします。 

 まず、１、事業の背景・目的についてでござ

いますが、近年、全国的なキャンプブームが到
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来する中、日本遺産などの歴史文化や豊かな自

然など地域資源を活用したアウトドアツーリズ

ムを推進し、アウトドアファン層から選ばれる

地域にするとともに、初心者やファミリー層が

安心して気軽に来訪できる地域にすることで、

関係人口を創出し、多様な交流が進んだ圏域の

創造を目指すものでございます。 

 次に、２、事業の概要でございます。まず、

本事業につきましては、令和４年度から令和６

年度までの３か年の事業であり、①Ｗｉｔｈコ

ロナ・アフターコロナに対応したアウトドアツ

ーリズムの推進及び二次交通の強化と地域資源

の活用におきましては、新八代駅におけるアウ

トドア拠点施設の整備やアウトドアツーリズム

推進人材の育成、ウェブサイト構築などのほか、

主要駅などから市内へのアクセスを補完するた

めのレンタサイクル用自転車の整備やサイクル

ルートの開発などに取り組むものでございます。 

 また、②ブランディングの強化及び関係人口

創出のためのプロモーション事業におきまして

は、本市のキャンプ場やアウトドア体験などの

魅力あるコンテンツをアウトドアファンに向け

て効果的に発信を行うためのイベントの実施な

どに取り組むものでございます。 

 次に、３、本事業における重要業績評価指標

と、４、事業の地方創生への効果について関連

がございますので、併せて御説明いたします。 

 本事業におきましては、３つの重要業績評価

指標を設定しております。まず、１つ目の指標

でありますサイクルツーリズムによる施設訪問

者数でございますが、ここで言うサイクルツー

リズムによる施設につきましては、令和５年度

にアウトドア拠点施設としてＪＲ新八代駅東口

に整備したアウトドアステーションやつしろの

ことを指しております。この施設の訪問者数は

令和６年度の目標値を５４７０人としておりま

したが、実績値が３２７人と、目標を大きく下

回る結果でございました。 

 この要因としましては、あくまで考察にはな

りますが、当該施設の認知度が依然として低い

こと、また、この認知度を高める取組が足りて

いないことなどが主な要因であると考えており

ます。 

 次に、２つ目の指標でありますキャンプ事業

の利用申込み数でございます。この指標につい

ては、令和５年度に道の駅東陽の駐車場に電気

が使える車中泊スペースとして整備したＲＶパ

ークｓｍａｒｔの利用申込み人数とキャンプイ

ベントの参加者数及び遙拝八の字広場をイベン

ト利用のために占用して利用した利用者数を計

測するものであります。令和６年度の目標値１

５００人に対しまして、令和６年度の実績値は

３０８８人でございました。 

 この目標値を上回った主な要因につきまして

は、遙拝八の字広場を民間企業や団体などがバ

ーベキューなどのデイキャンプイベントで利用

するために広場を占用して利用された数が１７

３２人と実績値の半数以上を占めたことなどが

主な要因でございます。 

 最後に３つ目の指標、アウトドアイベント参

加者数についてでございます。本市、氷川町及

び芦北町の定住自立圏域の自治体等で構成して

おりますシトラス観光圏推進協議会において取

り組むアウトドアイベントへの参加者数やサイ

クリングイベントの参加者数をＫＰＩとして設

定しております。令和６年度におきましては、

目標値３００人に対しまして、実績値が１５６

７人と、この指標においても目標値を上回る結

果でございました。 

 この要因としましては、キャンプなどをはじ

めとしたアウトドアへの興味関心の高まりや、

国や県をはじめ、本市及び水俣・芦北地域の広

域自治体が連携して取り組んでおりますサイク

リングイベントの開催をはじめとしたサイクル

ツーリズム環境の向上や普及拡大に向けた取組

による効果などが主な要因であると考えており
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ます。 

 本事業において設定しております３つのＫＰ

Ｉのうち、１つ目が目標達成できておりません

が、令和４年度から取組を開始しました本事業

におきまして、アウトドアツーリズム拠点施設

の整備をはじめ、ウェブサイトの構築、体験ツ

アーの造成など、様々な事業展開により、アウ

トドアツーリズムを推進するための基盤を整備

してきたことで、早速、本年４月から民間企業

による施設運営の自走化が実現できたことから、

地方創生に相当程度効果があったと評価してお

ります。 

 次に、５、経費内容・令和６年度事業実績及

び令和７年度の取組概要でございます。ここで

は時間の都合上、令和６年度の事業実績のみ御

説明いたします。 

 まず、①Ｗｉｔｈコロナ・アフターコロナに

対応したアウトドアツーリズムの推進及び二次

交通の強化と地域資源の活用におきましては、

アウトドア人材の育成をはじめ、クルーズ船の

寄港再開に伴うインバウンド対応として多言語

マップを作成するとともに、クルーズ船乗客向

けの自転車貸出しを試験的に取り組んだところ

でございます。 

 また、市内における周遊性を高める体験プロ

グラム・ツアー造成につきましては、アウトド

アに気軽に親しめる環境を整えるため、食材の

調達から火おこし体験、テント等の設営・撤収

等をサービスする手ぶらキャンプ事業の構築を

はじめ、市内に点在する石工文化が残る史跡や

寺社仏閣などを自転車でガイドつきで周遊しな

がら体験するツアーの造成に取り組んだところ

でございます。 

 ②ブランディングの強化及び関係人口の創出

のためのプロモーション事業におきましては、

シトラス観光圏推進協議会において、各市町に

設けたチェックポイントを回るサイクルイベン

トや、各市町のキャンプ場を活用したイベント

を令和５年度に引き続き実施しました。サイク

リングイベントは３か月弱の期間で４１８人、

キャンプ場を活用した交流イベントに９８０人

の参加があったところでございます。 

 また、本市から水俣市までをコースとして熊

本県主催により開催されたサイクリングイベン

トにおきまして、１６９人の参加があったとこ

ろであり、イベントコースの沿線自治体として

スタートゴール会場における観光プロモーショ

ンなどを行ったところでございます。 

 最後に６、成果・課題・今後の方針と７、事

業総括について併せて説明いたします。 

 令和６年度におきましては、令和５年度に整

備したアウトドアステーションやつしろ及び貸

出用自転車を活用し、クルーズ船寄港時におけ

る自転車貸出しや手ぶらキャンプ事業の構築等

に取り組んだことで、利用に積極的な客層や行

き先などの動向、マップにお店を表示してほし

いなどのニーズを把握することができました。 

 また、定住自立圏域自治体等で構成するシト

ラス観光圏推進協議会で取り組んだサイクリン

グイベントやキャンプ場を活用したイベントが

功を奏し、ＫＰＩを上回る集客につながったと

ころです。 

 これまで３か年にわたり取り組んでまいりま

した事業全体の総括としましては、取組初年度

である令和４年度における観光戦略の策定を皮

切りに、令和５年度は拠点施設整備やサイクル

ルートの作成など、施策推進のための基盤づく

りに取り組み、最終年度である令和６年度にお

きましては、アウトドア体験ツアー造成に取り

組むなど、当初の事業計画に沿った事業展開に

より、当初目標としておりましたＫＰＩにつき

ましては、おおむね目標を達成したところでご

ざいます。 

 令和７年度以降につきましては、アウトドア

ステーションやつしろの効果的な施設運営を行

うとともに、関係人口の拡大を図るため、当該
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施設を活用し、運営を行う民間事業者を公募に

より選定したところでございます。今後は、民

間事業者の豊富なアイデアや経営ノウハウを最

大限に活用した施設運営によりまして、本事業

の目的であります地域資源を活用した多様な交

流の実現に向け取り組んでまいります。 

 なお、資料の推進事業２、別紙は関連資料と

なりますので、御確認いただければと思います。 

 説明は以上でございます。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水産

林務課の福浦でございます。 

 推進事業３の八代の儲かるアサリ漁業のＶ字

回復に向けた産学官連携プロジェクトの効果検

証について御説明いたします。着座にて説明さ

せていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（福浦亮二君） まず、１、事

業の背景と目的でございます。本市において、

かつてより、多くの漁業者に漁獲されていたア

サリは、平成２０年には年間１２００トンの漁

獲があり、本市漁獲高の約８割を占めていまし

たが、頻発する大雨や近年深刻化する食害など

で減少に転じ、平成２４年には２トンまで落ち

込みました。近年は１０トンから３０トンで推

移しています。 

 アサリによる収入の減少で、本市の漁業経営

は大変厳しい状況が続いており、令和４年に起

きた輸入アサリの産地偽装問題では、消費者か

らの信用面にも悪影響が生じました。 

 本事業は、このような厳しい状況を踏まえ、

本市水産業の要であるアサリを対象に、デジタ

ル技術を活用し、漁獲量の拡大と漁業収益の向

上を図る取組を行うものでございます。 

 次に、２、事業概要でございます。事業形態

としましては、一部モデル地区の漁業者・漁協

・八代市で構成する八代うまかアサリ研究会が

実施主体となり、業務委託により実施する３か

年事業で、事業終了後には自走化と管内他地区

への横展開を目指すものでございます。 

 次に、３、重要業績評価指標、ＫＰＩでござ

います。本事業では、冒頭御説明しました漁獲

量の拡大と漁業収益の向上を図るため、３つの

指標を設定しております。 

 まず１つ目の本事業対象エリアにおけるアサ

リ関連の売上額につきましては、令和６年度の

目標４４２万に対し、実績１２４万８０００円

となり、目標を達成することはできませんでし

た。 

 また、指標の３つ目の本事業対象エリアにお

けるアサリの漁獲量については、目標４１００

キログラムに対し、実績６２４キログラムとな

り、目標を達成することはできませんでした。 

 各指標の未達成の要因としましては、ブラン

ド化を目指しアサリを販売した結果、試験販売

やイベント出店、漁協直売の実施が旬の２月か

ら３月に限定されたとこが挙げられます。 

 次に、２つ目の本事業対象エリアにおけるア

サリの平均単価は、目標１キログラム当たり９

００円に対し、実績２０００円となり、目標を

大きく上回ることができました。平均単価につ

きましては、当初、卸売が中心となることを想

定しておりましたが、事業１年目の先進地での

取組事例調査等を踏まえ、八代産の品質のよさ

を発信し、ブランド化したアサリの漁協直売や

イベント出店販売を実施したところ、平均単価

が向上したものでございます。 

 次に、４、事業の地方創生の効果についてで

ございます。地方創生に相当程度効果があった

と評価しております。 

 評価の理由としましては、特に八代産アサリ

のＰＲや販売の取組が消費者に高く評価された

結果、販売単価においては当初の目的を大きく

上回りました。また、令和６年度の販売期間は

短かったものの、メディアにも取り上げられる

等の影響もあり、販売が大変好調だったため、
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当該評価としております。 

 次に、５、令和６年度の経費内容と事業実績

についてでございますが、令和６年度は１年目

に実施したニーズ調査や先進地での取組、ヒア

リング及び地元漁業者の意向把握の結果を踏ま

えた２つのプロジェクトを実施いたしました。 

 １つ目の漁業収益の確保プロジェクト実証試

験では、アサリの垂下式育成実証試験及び適地

診断に向けた環境データ収集、産地別アサリの

特性の明確化、八代産アサリのプロモーション、

ブランド化に向けた試験販売等を実施しまして、

これらの実証試験の結果、垂下式育成による身

入り向上効果が確認され、他県産アサリと比較

した優位性が確認できました。 

 さらにプロモーションでは、ホームページ及

びＥＣサイト開設、ＳＮＳを活用した情報発信、

ブランド名「熊八あさり」のロゴデザイン作成

等により、消費者からの八代産ブランドへの評

価と関心が高まりました。 

 最後に、ブランド化に向けた試験販売では、

リーフレットにより消費者にアサリ漁業の現状

を説明しつつ試食をしていただいた結果、アサ

リを購入することで漁師さんを応援したいとい

った消費者の声が多数ありました。当日は漁業

者による対面販売も実施しましたところ、消費

者の生の声を聞くよい機会となり、生産者の意

欲向上につながりました。 

 ２つ目の漁獲量の拡大プロジェクト実証試験

では、漁獲作業の省力化実証を行いました。試

験では、アシストスーツの着用による腰部への

負担軽減効果を測定しました。今回の屋内調査

の結果、被験者の多くは体感としての効果は限

定的であったものの、腰部に設置した筋電位計

による測定結果からは、アシストスーツ着用に

よる負担軽減効果が確認できました。 

 最後に、６の成果・課題・今後の方針につい

てでございますが、最終年度となる今年度は、

令和６年度の実証試験で浮上した課題を踏まえ、

漁業収益の向上及び漁獲量の拡大につながる取

組を継続してまいります。 

 垂下式育成試験では、静穏度の差による適地

診断及びコスト低減のための実証試験と、効果

検証により、ブランドアサリの新たなラインナ

ップ形成を目指します。 

 周年のアサリ特性把握のためのデータ収集・

分析では、出荷時期の延長を、またバーチャル

直売所の新設及びＥＣサイトでの販売促進と効

率化では、ニーズに応じた購入方法の選択によ

る売上げアップ及び漁業収益の向上を目指しま

す。アシストスーツの活用場面の見直し及びア

サリ保護網の付着物対策実証では、漁業の省力

化による漁獲量の拡大を進め、事業完了後の自

走化に向けて取り組んでまいります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）フードバレー推進課の大谷でござ

います。 

 それでは、推進事業４のアジア圏への八代産

品輸出促進事業について説明いたします。着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○フードバレー推進課長（大谷栄樹君） 初め

に、１、事業の背景・目的について説明します。

近年、海外市場では安心・安全な日本の農林水

産物の魅力が高まり、日本の輸出額は年々増加

しております。本市においては、広大な農地に

恵まれ、豊富な農林水産物を栽培、本市独自の

産品も有していることから、新たな取組として、

専門人材を活用し、今後拡大する海外市場を見

据え、農林水産物を市場のニーズに合わせて開

発するなど、売れる農林水産物の開発・改良及

び海外販路拡大を図ることで、地域食関連産業

並びに地域の活性化を図ることを目的に本事業

を展開しております。 

 次に、２、事業の概要、令和６年から令和８
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年度ですが、この事業は、大きく４本の事業、

①、輸出促進人材派遣事業、②、アジア圏域輸

出促進事業、③、新市場開拓事業、④、新商品

開発・改良事業で進めてまいりました。 

 次に、３、本事業における重要業績評価指数

ですが、事業推進に当たり、４つの評価指数―

―ＫＰＩを設定し、進捗状況を確認しておりま

す。 

 １つ目は、農林水産出荷額です。こちらは熊

本県統計協会が公表される市町村民経済計画報

告書の市町村内総生産で示すことになりますが、

例年公表時期が遅れるため、今回、令和６年度

の数値は記載しておりません。開始時は令和５

年度の推計値で１５０億２２００万円としてお

ります。 

 ２つ目は、輸出額です。令和６年度は目標１

５００万円に対し、実績１７６９万円の輸出額

を達成しました。 

 ３つ目は、輸出品目数です。目標１４品目に

対し、実績１４品目の輸出をすることができま

した。 

 ４つ目は、輸出商談件数です。目標４２件に

対し、実績４６件の商談を実施しました。 

 次に、４、事業の地方創生への効果ですが、

４つの評価指標により、本事業の効果について

は４段階の２番目となる、地方創生に相当程度

効果があったとしました。評価の理由としまし

ては、農林水産出荷額は示されていないものの、

輸出額、輸出品目数、輸出商談件数ともに目標

を達成することができ、初年度の令和６年度に

海外市場ニーズを把握する事業を実施すること

で、市内事業者の海外販路拡大への機運醸成を

図ることができたため、当該評価としておりま

す。 

 次に、５、令和６年度経費内容・事業実績に

ついて説明いたします。 

 まず、①、輸出促進人材派遣事業についてで

す。国内・海外・商品開発の各アドバイザーの

派遣実績としましては、海外アドバイザー８１

回、国内アドバイザー７９回、商品開発アドバ

イザー１０１回となっており、事業内容としま

しては、企業訪問や市内事業者と都市圏事業者

のマッチング、また、海外事業においては、商

品選定の助言や輸出事務サポート等を実施しま

した。 

 次に、②、アジア圏域輸出促進事業について

です。台北観光博覧会でテスト販売を実施し、

８事業者の２６品目を販売しました。併せて商

談会を開催し、バイヤー４社に対し、事業者３

社が１１商談を実施したところです。 

 なお、台北観光博覧会につきましては、当初

予定しておりました基隆フェアが台風で中止と

なったため、代替事業として実施したものにな

ります。 

 香港では、晩白柚フェアを開催し、販売実績

額は４９５万４０００円となりました。 

 また、八代港における農林水産物リーファー

コンテナ利用補助金では、１件の補助金支援を

行いました。 

 続いて③、新市場開拓事業についてです。主

な事業実績として、シンガポールにてテストマ

ーケティングを実施し、６事業者の１４商品を

販売、事業者向けテスト販売では、地元飲食店

５社に対し１６商品を提供しました。 

 また、市内事業者によるシンガポール向けラ

イブコマースでは７事業者に参加いただき、４

２商品を販売しました。 

 さらに、外国人クルーズ船シェフとの商談や

海外企業との商談を実施しました。 

 なお、これらを実施した事業については、情

報共有のため、事業者向けに報告会を開催した

ところです。 

 ④、新商品開発・改良事業についてです。令

和６年度は、主にテストマーケティングを実施

し、ターゲットとする国の傾向を把握すること

としておりましたので、予算は計上せず、令和
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７年度から事業を展開することとしております。 

 次に、６、成果・課題・今後の方針について

説明いたします。令和６年度はシンガポール市

場において既存商品のテストマーケティングを

実施し、国内外で様々な情報を収集することが

できました。 

 また、台湾、香港、シンガポールで実施した

事業につきましては、市内事業者向けの報告会

を実施し、情報を提供したところです。これら

の事業を通じて、国やクルーズ船ではカテゴリ

ーごとに求められている商品が異なることが判

明し、それぞれのニーズに応じた商品開発、提

案が必要になるため、意欲のある事業者の育成

及びスキルアップが必要となります。今後は、

ニーズ調査の結果を基に、事業者に対し、市場

ニーズに応じた商品開発及び販路拡大の支援を

行うこととしております。 

 そのため、市内の幅広い事業者に対し、商品

開発などについての各種セミナーを開催し、事

業者支援を強化し、開発された商品について、

インバウンドを含めアジア圏域への販売促進を

行うため、各種プロモーションやテスト販売を

実施してまいります。 

 最後に、７、事業総括を御説明します。海外

市場への販路拡大のため、初年度となる令和６

年度は①、輸出促進人材派遣事業、②、アジア

圏域輸出促進事業、③、新市場開拓事業におい

て、海外市場のニーズ調査及び既存商品でのテ

ストマーケティングを中心に事業を実施し、マ

ーケット情報や現地ニーズを把握することがで

きました。 

 全体につきましては、これまで、輸出につい

ては台湾や香港におけるプロモーションを中心

に実施してまいりましたが、輸出検疫の変化や

為替の動向を踏まえ、令和６年度はこれまでの

取組に加え、シンガポールやクルーズ船等によ

るインバウンド向けの取組を新たに実施しまし

た。 

 ３か年事業の２年目となる本年度は、前年度

に把握したニーズ調査を基にアジア圏域に売れ

る商品開発、改良を行い、国内外への販路の開

拓、販売の促進を図ってまいります。 

 説明は以上でございます。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、本件につ

いて何か質疑、御意見はありませんか。 

○委員（木村博幸君） まずは、八代の儲かる

アサリ漁業のＶ字回復のところです。資料もあ

りましたけど成果と課題、今後の方針のところ

でちょっと気になったのが産地別を持ってき

て、八代海でいろいろ育成を試みたということ

ですが、八代海の特性がよそと全く違うだろう

と思います。それはどこの県にもない、八代海

というのは一番閉鎖性の高い海域ですので、や

っぱり海水の入れ替わりが鈍い。球磨川がどっ

とくると塩分濃度も下がる、非常にあまりよろ

しくない状況かなと思いきや、場所も変えてい

ろいろ見られた結果、月別ではよかったり悪か

ったり、大島地区とほかのところと。でも産地

別のアサリの違いに特性が明確であったのかど

うかちょっと不明と書いてありますけど、やっ

ぱり生き物ですのでそこに適応能力が出てくる

のかはっきり分かりませんが、そもそもやっぱ

り厳しいところでのテストであったのでもう少

し場所を増やすとかそういったことは考えてら

っしゃらないのかなとちょっと思ったところで

す。 

○水産林務課長（福浦亮二君） 委員さんの質

問にお答えします。 

 さっきも言われましたように八代海のほうが

特殊なところでございまして、今回、大島と千

反地区のほうで実証試験を行いました。一応、

今回もですね、今年度そこだけじゃなくて漁港

の湾内とか、そこら辺も一応考えて実証試験の

ほうを行いたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○委員長（古嶋津義君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で令

和６年度デジタル田園都市国家構想交付金（地

方創生推進タイプ）事業に係る効果検証につい

てを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５７分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

（（株）トーヨーの株式譲渡及び取締役辞任に

ついて） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、（株）トーヨーの株式譲渡及び取締役

辞任について説明を願います。 

○東陽支所地域振興課長（宮永勝彦君） こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）東陽

支所地域振興課の宮永でございます。 

 株式会社トーヨーの株式譲渡及び取締役辞任

について御説明させていただきます。恐れ入り

ますが、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○東陽支所地域振興課長（宮永勝彦君） 委員

の皆様方にお配りさせていただきました右肩に

令和７年６月１９日、経済企業委員会、所管事

務調査、東陽支所地域振興課とあります資料に

沿って説明させていただきます。 

 まず、背景及び理由ですが、株式会社トーヨ

ーは、平成２年８月に地域農産物の活用と雇用

機会の拡大を目的に、旧東陽村で設立された第

三セクターでございます。平成２０年度に第三

セクターの役割を明確化するため策定された第

三セクターへの関与に関する基本指針にて、民

営化に向けた取組との位置づけであること及び

経営改善を行うため、経営基盤の強力な企業と

経営力のある人材を探すことを理由に、これま

で２回の株式譲渡を行っているところでござい

ます。 

 国庫補助事業で導入した熱処理加工施設の処

分制限期間が令和６年３月末で終了したことか

ら、令和６年度より、残りの市保有株について、

以前の譲渡先である、やまなみクリエイト株式

会社と協議を進めており、今回、先方との間で

譲渡条件等に関し合意に至ったため、報告を行

うものでございます。 

 次に、これまでの経緯についてですが、平成

３０年２月１日に八代市の持ち株、５３５９株

のうち３７００株を１株７６５９円、合計２８

３３万８３００円で１回目の株式譲渡を行いま

した。 

 また、令和２年９月２５日に１１０９株を１

株８０７５円、合計８９５万５１７５円で２回

目の株式の譲渡を行っているところでございま

す。 

 今回、残りの八代市保有株、５５０株につい

て、令和５年１１月に株式譲渡の意向を先方と

本市の双方で確認しており、国庫補助事業で整

備した熱処理加工施設の処分制限期間の制約が

なくなる令和６年４月から協議を本格的に進め

てまいりました。 

 次のページをお願いします。 

 現在の株式会社トーヨーの経営状況について

は、第３５期まで財産評価通達に基づく純資産

価額はマイナスのままであり、株価評価額もゼ

ロ円であり、今後も短期的に業績回復しなけれ

ば純資産がプラスになる見込みがないとのこと

で、厳しい状況となっております。原材料費及

び製造労務費の高騰が経営悪化の一因であると

聞いているところです。 

 次に、譲渡相手先でございますが、先ほど説

明しましたとおり、譲渡先やまなみクリエイト

株式会社、譲渡方法は相対取引でございます。 

 株式評価額の試算については、令和６年７月

１日に先方より評価額１円の提示を受け、市に
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おいては税理士の指導をいただきながら、これ

までの株式譲渡に用いた方法により試算を行い

ました。 

 具体的には、株式会社トーヨーの第３４期、

第３５期の直近の決算書を基に計算を行った結

果、先方が提示した評価額１円の妥当性を確認

しました。 

 前のページにお戻りください。 

 下から４つ目の丸印をお願いします。この結

果を踏まえまして、市長、副市長を含め、執行

部で検討しました結果、株式譲渡及び副市長の

取締役辞任の方針を決定いたしました。そこで

先方に対して提示し、令和７年６月９日に八代

市が保有する残りの５５０株について１株１円、

合計５５０円で譲渡契約を締結し、令和７年６

月１７日に株式の譲渡を行いました。 

 あわせて同日、八代市が保有する株式を全株

譲渡しましたことから、副市長の取締役辞任届

を送付したところでございます。 

 以上で、株式会社トーヨーの株式譲渡及び副

市長の取締役辞任についての説明を終わらせて

いただきます。よろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 株式譲渡後、今後の

経営者側からどういうふうな方針でいくとか、

そういうことってあるんでしょうか。 

○東陽支所長（西村一章君） 今後の経営方針

についてですけれども、先方のほうからは、今、

私どもがうかがってる限りにおいては、これま

で雇用してきた従業員に関してはこれまでどお

り雇用は継続していくということでございます。 

 なお、（株）トーヨーに関しましてはカット

野菜の販売と、それから河俣小学校の１階部分

におきまして冷凍加工食品の今、製造を行って

おりますので、こちらのほうの販路拡大につい

ても今後努力をしていくということでございま

した。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で株

式会社トーヨーの株式譲渡及び取締役の辞任に

ついてを終了いたします。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後０時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０５分 本会） 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（八代南部排水機場の現状について） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、八代南部排水機場の現状について説明

を願います。 

○農地整備課長（蓑星博之君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農地整備課、

蓑星です。よろしくお願いします。 

 本日は、昨年度、本年度と連続して発生して

いる八代南部排水機場の突発的な事故につきま

して、施設全体の現状を時系列に沿って御説明

させていただきます。着座にて失礼いたしま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 資料１、八代

南部排水機場の現状（復旧スケジュール）に沿

って御説明いたします。 

 本資料では、昨年８月に発生した３号ポンプ

と、本年４月に発生した２号ポンプの事故に対

する現状と今後の復旧スケジュール、また、１

号、４号ポンプで行った点検状況等について御

説明いたします。 

 資料１は、上段からポンプごとに横軸で時系

列に沿って表しております。まず表の上段、３

号ポンプについてです。令和６年８月１２日に

事故が発生し、土地改良施設突発事故復旧事業

の申請を行い、１０月８日に交付決定前着手の

承認を得ました。その後、９月定例会で計上し
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た補正予算が１０月１１日に採択されまして、

１０月１９日から現場に着手しており、メーカ

ーの大阪本社工場へ機器の搬出を開始しており

ます。 

 工場での調査結果から、復旧方針として羽根

車を整備して再利用し、水中軸受、主軸、減速

機、遠心クラッチを新品交換することとして、

３月定例会において変更契約締結の議決をいた

だいております。 

 現在、５月１日に仮復旧し、排水運転が可能

な状態であり、令和８年１月頃に納品予定の減

速機の交換後、試運転調整などを行い、２月末

頃に本復旧の見通しです。 

 次に、本年４月に事故が発生した２号ポンプ

についてです。 

 表の２段目を御覧ください。 

 ２号ポンプにつきましては、昨年の３号ポン

プの事故を受け、昨年９月にポンプ内部の点検

を行っております。その時点では、水中軸受や

主軸、羽根車などには異常は確認されておらず、

本年３月までは正常に稼働していたところです

が、４月５日の運転時に事故が発生したところ

です。 

 即時にメーカーによる緊急点検を実施したと

ころ、重大な損傷が確認され、早期復旧の対応

が必要であったため、４月２８日の専決予算と

５月１６日の土地改良施設突発事故復旧事業の

交付決定前着手の承認により、５月末から現場

着手したところでございます。 

 現在、メーカー工場に主要部品を持ち込み、

損傷程度の調査を行っているところです。今後

は、調査の進捗を待ち、完了した報告書の精査

を行った上で、水中軸受や羽根車、主軸、減速

機、遠心クラッチなどの主要な部品について、

整備補修して再利用するのか、新品交換するの

か、復旧方針を決定し、受注業者と必要な変更

契約を行い、本復旧を行います。現時点では復

旧工事の内容が未確定でありますが、令和８年

６月頃までの本復旧を見込んでおります。 

 次に、１号及び４号ポンプについてです。 

 表の下段を御覧ください。 

 ３号ポンプの事故発生後、昨年８月に１号、

４号ポンプの簡易点検を実施しております。こ

の簡易点検と申しますのは、ポンプの上蓋を開

放せずに、エンジンが停止した状態で遠心クラ

ッチを動力から切り離し、主軸にかかる回転な

どを調査するものでございます。この点検時で

は異常は認められなかったものの、造成後３４

年が経過しており、老朽化等の懸念もあったこ

とから、本年３月にポンプの開放点検に着手を

しております。本点検につきましては、必要な

部品の確保に日数を要したため、予算を繰り越

して実施しており、令和７年３月３１日の専決

予算で報告をさせていただいております。 

 次に、４号ポンプについても造成後、開放点

検された形跡がなかったことから、本年５月に

調査する計画でありましたが、現在作業が完了

しております。 

 ここまで御説明した内容は、資料２に排水機

場内部の全体写真とともに要約をしております。 

 また、１号、４号ポンプの点検状況は、資料

３に示しております。 

 １号、４号ポンプの開放点検における中間報

告では、当面の運転に支障はないものの、水中

軸受などの交換整備を推奨されているところで

す。 

 今後は、同様の事故を未然に防ぐため、国・

県と連携し、補助事業などを活用し、老朽化対

策を検討してまいります。 

 また、当面４台中３台での排水運転となりま

すが、運転委託を行っている八代平野南部土地

改良区と、農業用水の取水を行う八代平野土地

改良区連合において、豪雨時における事前運転

や取水調整などの協議を行い、湛水被害を招か

ないよう、対策を行ってまいります。 

 以上、八代南部排水機場の現状について説明
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を終わります。 

○委員長（古嶋津義君） ありがとうございま

した。 

 本件について何か質疑、御意見はありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 開放して点検をされ

てその後、部品の交換がされるかどうかという

ことで確認しました。恐らく部品の交換は推奨

されると思いますけど、ほかの２台が壊れたと

いうことでありますので、そこら辺の部品の交

換はぜひ実施していただきたいと思います。 

 それと今ちょっと写真見るとビニール等のか

み込み状況とかがいっぱいありますので、もし

かしたら除塵機で取れなかったものが詰まった

のかなという、そういう可能性も考えたんです

けど、いろいろメーカーの方とかも原因につい

ては確認、検討されるというふうに思いますけ

ど、総合的な視点でちょっと見ていただきたい

なというふうに思います。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 除塵機は今の例えば郡

築の排水機場とか――郡築１０番のやつについ

てる除塵機と同じ型のやつですか。（委員中山

諭扶哉君「除塵機でしょ」と呼ぶ） 

○農地整備課長（蓑星博之君） 除塵機につき

ましては、規模は違うものの、構造は同じよう

なものでございます。 

○委員（村川清則君） 可能性としてはほかの

排水機場においてもそういうビニールの詰まり

とかが発生する可能性は。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 除塵機で取り

除けるごみというのは結構大きなものです。除

塵機の前面にスクリーンがございますが、５セ

ンチ程度の間隔でございますので、小さなもの

はそこをすり抜けていくということがございま

す。農業用のビニールということで、ここはか

み込んでおりますが、稼働自体にはですね、得

にそこまで影響はないというふうにメーカーは

申しております。 

 といいますのが、ポンプの回転する力が強い

ためにですね、この程度のごみでしたらかみ込

んでもそこまで能力に影響はないということで

聞いております。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに。 

○委員（木村博幸君） 意見です。 

 今まで２号ポンプと３号ポンプがやられたと

ころがやっぱりベアリングは破損するのはある

かもしれませんけど、減速機ギアまで傷む、そ

れからクラッチも焼ける、破損する。ここまで

回るまで本体が異常を検知して止まらなかった

のかなと。壊れる前に必ず止まるんですよ、普

通は。ですからそれが悔やまれるなと。普通、

負荷を見ながら止めに行くはずなんですけど、

そういったシステムになってないのかな、古い

からそうなのか私には分かりませんけど、今度、

メーカーにお聞きしたいなとは思っております。 

 それと今後のメンテナンス、この前もちょっ

と言いましたけど、グリスにかな粉が出るか出

ないかとかですけど、最近は外からいろいろ見

る装置がありまして、これでいくと入力軸、中

の軸は見れませんけど、外側の軸受のところは

振動とか騒音とかギアのところですね、そうい

うのをＷｉＦｉで飛ばしてデータで管理するこ

とができますので、常時、人がいなくてもデー

タとしては見れるようなシステムがありますの

で、そういったのをやっぱり１号ポンプと４号

ポンプにはつけとくべきかななんてちょっと思

ってるところなんですよ。そういうのをこの場

所にいなくてもですね、よその管理するところ

の方々がきちんとデータをＷｉＦｉで飛んでき

たやつ見て、振動値が増えてるよと、異音も増

えてるよと、あと温度センサーとかもつけれま

すので、そういえば温度も上がってるなと。危

険レベルというのはメーカーのほうと相談され

て設定をすると、異常値が出るなら人が行って、
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運転状況を必ず確認すると、大きな事故につな

がる前に点検をすると、そういったやり方も、

メーカーのほうにちょっと聞いていただければ

なと思います。 

 どうしても１号ポンプと４号ポンプが回らな

いとこんなに３億円ぐらいかかるような事故を

起こしたら、どうにもなりませんけど、本当に

農地が守れなくなるのを避けるためには、なん

かそこに少しでも投資してでも、安全なところ

で運転ができるようにちょっとお願いできれば

なとちょっと思っているところです。 

○農地整備課長（蓑星博之君） 排水機場にお

きましては各種の安全装置はついているところ

です。ですけど今回、空回り運転していたのを

検知できなかったということで、これは今メー

カーとも相談しながら後づけでそういうところ

を感知して停止できるような安全装置をつける

今検討を行っております。 

 今回の事故を契機としまして次に起こさない

ように対策を、メーカーさんとも今協議を行っ

ているところです。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 意見になりますけど

も、令和５年６月の一般質問で排水機場に１回

触れた経緯があります。不完全な状況での運転

が来年の６月まで続くことになりますけども、

気象条件というか、気象を予見して洪水等、水

害等が起きないような運転を心がけていただき

たいとお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で八

代南部排水機場の現状についてを終了いたしま

す。 

 小会します。 

（午後０時１９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１９分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 そのほか当委員会の所管事務調査について何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りをいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後０時２０分 閉会） 
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